
令和３年度　学校自己・関係者評価システムシート（私立栄東高等学校）
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＊重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する)は複数設定可。

＊番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

番号

目指す学校像
　建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、豊かな人間形成を図り、社会に寄与する人間の育成を積
極的に推進する。また、生徒一人ひとりの充実した学校生活と進路希望実現を目指し、生徒、保護者の期待に応
える進路指導の在り方を実践する。

４．本校の教育活動を生徒、保護者および、受験志願者、地域住民に対し、幅広く広報し、情報提供を行う。

学校自己評価 学校関係者評価
年度目標 年度評価 書面での回答

重点目標

１．平素の授業を充実させ、意欲的に学習に取り組む姿勢を育むとともに、万全のサポート体制のもと、生徒全
　　員の進路希望の実現に努める。 達

成
度

ほぼ達成　（8割以上）

学校関係者７名概ね達成　（6割以上）

２．横断的な学習を通して、問題発見力や課題解決力、論理的思考力を養い主体的な学習姿勢を育てる。 変化の兆し（4割以上）

３．部活動や学校行事等を通して、個性を尊重し合う心と、さまざまな問題に対応することのできる資質を育てる。 不十分　　（4割未満）

次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価

1

　効果的な授業を実施し、基
礎学力の定着、応用力・論理
的思考力の養成に努めてい
る。
　教員個々が自己研鑽を積み
重ね、生徒の主体的な学習姿
勢の育成に努めている。
  多角的な進路指導体制を充
実させる。
  新教育課程を踏まえてカリ
キュラムを精査する。
　大学入学共通テストへ向け
て対策を講じる。

・主体的な学習姿
　勢の高揚と学力
　の定着度合
・教員の教科指導
  力
・進路指導成果
・大学進学実績
・新教育課程の策
　定
・大学入学共通テ
　ストの対応・対
　策

・授業や継続学習及び主体的
　な学習の重要性の意識づけ
・教員個々の研鑽
・進路指導会議、進学講演会
　、進路ガイダンスの実施
・二者、三者面談の実施
・新教育課程に向けてカリ
　キュラムを見直し、教育目
　標を達成する
・カリキュラム委員会の稼働
・大学入学共通テストに必要
　な基礎力と論理的思考力の
　養成

・学習指導の工夫、改善によ
  り生徒の学習意欲及び主体
　的な学習姿勢をを向上させ
　学力の定着が図れたか。
・教科、学年、学校全体の指
  導体制が効果的に機能して
  いたか。
・進路指導が効果的に機能し
　進学実績に結びついたか。
・教育目標を達成すべきカリ
　キュラムを作成できたか。
・大学入学共通テストの対策
　が効果的になされたか。

・対面、オンライン、ハイブ
  リット授業を駆使し、生徒
  の学びを止めることなく授
  業を展開することができ
  た。
・生徒は高い学習意欲を保持
  し進路指導が効果的に機能
  して進学実績も高い水準を
  維持している。
・新学習指導要領を踏まえて
  カリキュラムの再編を行っ
  た。

B

・基礎学力を定着させる指導
　を徹底し生徒全体の学力を
　向上させる。
・新学習指導要領施行に伴い
　新カリキュラムを実践し学
　校の指導体制を構築し、よ
　り良いものとするため絶え
　ず改善をしていく必要があ
　る。
・大学入学共通テストに向け
　た思考力の養成を一層強化
　する。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度

・オンライン授業でも工夫がなされ基
　礎学力の定着を踏まえた授業がなさ
　れていた。
・大学入学共通テストや進学実績はす
　ばらしい成果をあげた。生徒と教職
　員の強固な信頼関係が構築されてい
　る事が要因であると思う。
・生徒個々の現状に応じた指導をより
　充実してもらいたい。
・新学習指導要領を踏まえたカリキュ
　ラムの再編があり生徒への指導がよ
　り丁寧になされるとよい。

2

　土曜講座を通して問題発見
力・課題解決力の養成に努め
研究、発表等を行っている。
　アクティブラーニングを通
して、事前研究、グループ討
議、発表等を実施している。
  修学旅行や語学研修を通し
て、国際理解教育を推進して
いる。

・各種プログラム
  の成果
・生徒の意欲的な
  取り組み状況と
  成果
・校外学習や修学
　旅行の事前研究
　や事後の発表等
　の取り組み状況

・問題を意識させ、解決に至
　るプロセスを思考させる
・生徒の豊かな発想を引き出
  すための助言指導
・校外学習や修学旅行の事前
　研究や事後の発表等の計画
　の充実
・学校全体で探究活動を推奨
　し、発信する機会を増やす

・魅力あるプログラムとなっ
　ていたか。
・生徒が主体的かつ意欲的に
  取り組んだか。
・校外学習や修学旅行が事
　前・事後も含め意義のある
　ものであったか。

・土曜講座は制約が厳しい中
  で最大限の活動をおこない
  生徒の課題解決力を高め、
  研究から発表まで主体的に
  活動することができた。
・コロナ禍ではあるが様々な
  探究活動を実施し、生徒は
　意欲的に取り組むことがで
　きた。

B

・土曜講座はコロナ禍でもお
　こなえる活動を継続してい
　き、更に講座内容を学術的
　に高めていく。
・新型コロナと共存しながら
　実施可能な活動を考えてい
　く必要がある。
・学校推薦・総合型選抜など
　入試の多様化に対応する。

・活動が制限されるなか、PCを用いた
　グループディスカッションなどお互
　いに刺激し合い自己表現や他者を認
　めることを学習し成長が見られた。
・一部外部活動ができなかったが、創
　意工夫をした活動が実施され、生徒
　は意欲的に取り組み、問題解決能力
　や思考力を養った。

・ＨＰを一新して内容も充実
　した。見やすくなったと好
　評をいただいている。
・制約がある中で、様々な方
　法で説明会を実施して広報
　活動をおこなった。
・説明会や相談会で本校の教
　育活動が理解され受験者数
　増加に繋がった。

A

3

　学校生活や特別活動を通し
て、健全な心身の育成、豊か
な人間形成に努めている。
　公共の場でのマナーや他者
への思いやり、感謝の気持ち
を育むための、継続的指導を
徹底させる。

・学校行事への取
　り組み状況
・部活動参加状況
・公共マナーの状
　況

・文化祭等の学校行事の充実
・部活動への参加奨励
・生徒集会等における公共マ
　ナーの指導や講話による啓
　発
・学年、ＨＲ指導の徹底

・学校行事への取り組みが意
  欲的であったか。
・部活動への参加が積極的で
  あったか。
・マナーを意識した節度ある
　行動がとれたか。

・オンライン文化祭は２年目
　の取り組みとなり、多くの
　生徒が意欲的に参加し、規
　模も大きくなり有意義なも
　のとなった。
・公共の場でのマナーは、ま
　だ十分とは言えない状況で
　ある。

4

　ＨＰ、説明会を通じての本
校の教育内容、教育活動等の
外部発信およびＳＨＩＰメー
ル配信での保護者向けの情報
提供を適宜行っている。
  積極的な募集広報活動を行
い、説明会および相談会への
動員、受験志願者の確保に努
めている。

・ＨＰおよびＳＨ
　ＩＰの更新状況
　とその内容
・ＳＨＩＰメール
　の活用状況
・学校説明会、進
　学相談等、募集
　広報活動の推進
　状況

・ＨＰおよびＳＨＩＰの更新
　による学校情報の提供と掲
　載内容の充実
・学校説明会や相談会等の積
  極的な募集広報活動の推進

・本校の教育内容、教育活動
  が、内外に十分周知、理解
　されたか。
・ＳＨＩＰの利用状況の増加
　がみられたか。
・学校説明会や進学相談会へ
  の動員および評価が得られ
  たか。

・ＨＰが一新されたので、本
　校の教育内容をより多くよ
　り早く発信していく。
・募集広報を中心にニーズに
　応えられる発信を工夫して
　おこなっていく。
・コロナ禍の募集広報活動で
　あるが、感染防止策を徹底
　し受験生の確保に努める。

・HPが見やすくなった。ICTを活用し
　たツールで、充実した情報内容を保
　護者、受験生、外部の方々へ発信が
　なされた。
・オンライン説明会では、より多くの
　方々に情報発信ができた。
・コロナ禍でのオンライン保護者会の
　実施は、保護者として安心して参加
　することができた。

B

・制約は続くが、できる方法
　を模索して学校行事を再開
　し、生徒が主体的に活動で
　きる場をつくる。
・公共の場でのマナーは継続
　して指導が必要で、新しい
　生活様式の中でも生徒の心
　の教育を充実させていく。

・制限された活動だったが、オンライ
　ン文化祭、よさこい、マスゲームで
　は生徒たちが何ができるか、何をし
　たいかを熟慮し、今までの枠に捉わ
　れないものとなり、成長が感じられ
　た。
・公共の場でのマナーや感謝の気持ち
　を育む指導は必要である。


